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「鳥越
とりごえ

城
じょう

と加賀
か が

一向
いっこう

一揆
い っ き

の終末
しゅうまつ

」 

 

  

 

 白山市鳥越地区にある国指定史跡鳥越
とりごえ

城
じょう

は、中世の城には珍しく城門や櫓
やぐら

の建物も復元

され、城内を自由に見学できます。 

 この城に関わった戦国時代の人々のお話をしましょう。 

 

 長 享
ちょうきょう

二年（1488）夏、今から五百年以上も前のころのことです。加賀の守護富樫
と が し

政
まさ

親
ちか

が

立て籠もっていた金沢市の高尾の城を、夥
おびただ

しい数の一向
いっこう

宗
しゅう

と呼ばれた浄土
じょうど

真宗
しんしゅう

の門徒
も ん と

を

中心とする軍勢
ぐんぜい

が取り囲んでいました。政親の叔父
お じ

前守護富樫
と が し

泰
やす

高
たか

を一揆の総大将とし

野々市にあった大乗寺に本陣を構え、平野部は石川郡と能美郡の一揆の軍勢が埋め尽くし

ていました。城の背後の山間
やまあい

を白
はく

山宮
さんぐう

や金剱
きんけん

宮
ぐう

の衆
しゅう

徒
と

が、手取谷を山内
やまのうち

衆
しゅう

が陣を張り、

越中境
さかい

を河北郡
かほくぐん

の軍勢、越前境を江沼郡
えぬまぐん

の軍勢が布陣していたのです。六月九日一揆軍の

総攻めによって城主政親は切腹し落城します。「一揆衆二十万人」と記録され、加賀と能登

の人々が全て集まってきたというほどの大軍勢でした（註）。 

 これが「加賀一向一揆」と歴史の教科書に載
の

る長 享
ちょうきょう

の一揆
い っ き

です。一揆が加賀支配の実権

を握った戦いでした。以後、加賀国は「百姓の持ちたる国」と見なされ、僧、武士、商人、

職人、農民らによる自治が百年近く続くことになります。 

天文
てんぶん

十五（1546）年（戦国時代半ば）小立野
こ だ つ の

台地に、金沢城に先駆けて、金沢
かなざわ

御堂
み ど う

が加

賀一向一揆の政治と信仰の拠点として建立
こんりゅう

されます。それ以降、加賀は本願寺の直接支配

が始まり、白山麓を根拠とする山内衆は加賀国内での地位を次第に高めてゆくのです。 

元亀
げ ん き

元（1570）年、大坂本願寺
ほんがんじ

が尾張
お わ り

の織田
お だ

信長
のぶなが

との全面戦争に入ると、山内衆らによ

って築城された巨大な鳥越
とりごえ

城
じょう

は、加賀一向一揆と山内組の輝かしい自由
じ ゆ う

自治
じ ち

の象徴的
しょうちょうてき

な

城として歴史に登場することになるのです。 

 

（註）当時の加賀能登の人口は、現在の石川県の人口 115万人（2016年）の 20%強－30%弱ほどであると

想像できます。20万人という大軍は、実際は北陸全域から参集したものと考えられます。 
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登場人物（武将）               （天正８年当時、推定年齢） 

織田
お だ

信
のぶ

長方
なががた

    

尾張
お わ り

の戦国
せんごく

大名
だいみょう

 織田
お だ

信長
のぶなが

 下剋上でのし上がってきた。「天下布武」を掲げ、天下統一を

目指します。最大の好敵手本願寺（一向一揆）と１０年余り激闘を展開

することになります。（４７） 

北陸方面総大将 柴田
し ば た

勝家
かついえ

 1522－1583  （58） 

勝家の甥尾山城主 佐久間
さ く ま

盛
もり

政
まさ

 1554－1583 （26） 

 

○加賀
か が

一向
いっこう

一揆方
いっきがた

（山内
やまのうち

衆
しゅう

・武将
ぶしょう

）／主人公    

鈴木
す ず き

出羽
で わ

守
のかみ

（二曲
ふ と げ

右京
うきょうの

進
しん

）義
よし

明
あき

 鳥越城・二曲
ふ と げ

城
じょう

城主・山内組
やまのうちくみ

旗本
はたもと

  （40－50代）                 

長男 鈴木右京
うきょうの

進
しん

（歴代右京之進を名乗る）     （20代後半）         

 四男 鈴木采女
う ね め

                   （10代半すぎ～20代） 

牛首組頭領（武将） 加藤
か と う

籐
とう

兵衛
べ え

則
のり

吉
よし

50代 加藤籐兵衛則
のり

親
ちか

（息子）20代 （歴代籐兵衛

を名乗る）        

吉野組頭領（武将） 吉野源
よしのげん

次郎
じ ろ う

・佐良九兵衛（20代） 

 

金沢御堂御蔵衆（本山大坂本願寺から赴任した武将＝政治軍事指導者）  

本願寺坊官金沢御堂武将加賀一向一揆総大将 下間侍従頼
しもつまじじゅうらい

純
じゅん

  （25代前後）              

本願寺坊官金沢御堂武将前加賀一向一揆総大将 七里三河頼
ひ ち り み か わ ら い

周
しゅう

 （60代前後） 

本願寺坊官金沢御堂武将舟岡城主 坪坂伯耆
つぼさかほうき

入道
にゅうどう

 

本願寺坊官武将松任城主（舟岡城主）若林
わかばやし

長門
な が と

 

大坂本願寺門跡門主（浄土真宗本山） 

 本願寺十一世 本願
ほんがん

寺門
じ も ん

主
しゅ

顕如
けんにょ

上人
しょうにん

  30代後半 1543－1592 （38） 

 本願寺十二世 本願寺新門主教如
きょうにょ

上人
しょうにん

 20代前半 1558－1614 （22） 

越後の戦国大名 上杉
うえすぎ

謙
けん

信
しん

 始め本願寺と敵対していましたが、天正五年同盟を結び手取

川の合戦で織田勢を破ります。天正六年初め急死。仏門
ぶつもん

に帰依
き え

し、謙信

和尚と名乗っていました。 
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鳥越
とりごえ

城
じょう

と加賀
か が

一向
いっこう

一揆
い っ き

の終末
しゅうまつ

 

Ｆ1．城山からの眺望（俯瞰図） 

山道を登りつめると山裾を大日川の流れが迫り、振り返れ

ば雪を戴
いただ

く白山が輝いています。 

（四男・鈴木
す ず き

采女
う ね め

）「父上、あれは白山大汝
おおなんじ

の峰ですね」 

              采女
う ね め

が指さす先には白山がずんぐりと姿を見せています。 

（鈴木
す ず き

出羽
で わ の

守
かみ

義
よし

明
あき

）「そうじゃ、 頂
いただき

には阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

がお座りになる。いつも我

らを見ていらっしゃる」 

         出羽守は四人の息子を連れ、鳥越山に登ってきていました。 

              見下ろせば、二曲の館や城を中心として豊かな里が広がり

田植えに励
はげ

む村人の姿が小さく見えます。 

（出羽守義明）「どうじゃ、我らが里じゃ。この山に城を築こうと思うてお

る」 

（采女
う ね め

）「我らが暮らす館
やかた

の裏山には、二曲
ふ と げ

の大きなお城があるでは

ないですか」 

（長男・鈴木右京之
す ず き うき ょ う の

進
しん

）「采女、そうではない。御本山大坂
おおさか

本願寺
ほんがんじ

では織田
お だ

信長
のぶなが

との戦

いに入ったのじゃ。顕如
けんにょ

上人
しょうにん

様からは、加賀もしっかりと戦
いくさ

支度
し た く

をするように仰せられておるのじゃ」 

        兄は、父の考えを末っ子
す え っ こ

にやさしく話して聞かせます。 

（右京之進）「この度
たび

、父上が築城する城は、白
はく

山麓
さんろく

の村々、山内
やまのうち

を護
まも

る

城になる。さらに言えば、加賀を護る最後の要
かなめ

の城になる」 

（采女
う ね め

）「兄者
あにじゃ

、二曲
ふ と げ

のお城よりも大きいのか？」 

（右京之進）「そうじゃ、数千の軍勢が籠
こも

れる十倍も二十倍も大きい城じ

ゃ」 

幼さが残る末っ子の采女
う ね め

は、三人の兄たちと若葉
わ か ば

萌
も

える

鳥越
とりごえ

の山河
さ ん が

を目にしていました。 

 

Ｆ2．鳥越城普請（城門・土塁・空堀） 

              加賀山内組
やまのうちぐみ

は、吉野組
よしのぐみ

、牛首組
うしくびぐみ

、河内組
かわちぐみ

そして西谷組の四

組からなっています。この山内組を率
ひき

いるのが旗本
はたもと

の鈴木
す ず き

出羽
で わ の

守
かみ

です。本山本願寺
ほんがんじ

より出羽
で わ の

守
かみ

という官名と旗を受け、

山内組の指導者としての地位を揺
ゆ

るぎないものとしていま

した。 

              いま、本山本願寺
ほんがんじ

顕如
けんにょ

からの命令で、尾張
お わ り

の戦国大名織田
お だ

信長
のぶなが

の侵略から加賀国を護るため、急いで鳥越山に巨大な
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城を築いています。山内衆はもとより加賀
か が

四郡
よんぐん

の門徒衆は

城づくりに巧みでした。 

（出羽守義明）「皆の衆、御同朋
おんどうぼう

御同行
おんどうぎょう

の衆よ」 

出羽守が城門の櫓
やぐら

に登り呼びかけます。御同朋
おんどうぼう

御同行
おんどうぎょう

とい

う言葉は、阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

の前に平等である、同じ本願寺
ほんがんじ

門徒
も ん と

の

仲間であるというような意味です。そう呼びかければ、す

べての門徒衆は背筋がピンと伸びたのです。 

（出羽守義明）「掘り下げた空堀は深く、高く掻
か

きあげた土塁
ど る い

も二重
ふ た え

三重
み え

に、

堅
かた

い守
まも

りの構
かま

えに仕上がった。山内組の主力、三千の軍勢
ぐんぜい

が

籠
こも

れる城じゃ。我らが生きる山内を、加賀を護り、本山本願

寺の御上人
おしょうにん

様
さま

へ忠義を尽くすことができようぞ」 

（山内
やまのうち

衆）「おおうっ」 

勇敢な山
やま

の民
たみ

、山内衆は歓声をあげて応えます。 

 

Ｆ3．鈴木館に山内衆、頭領が集う 

鈴木
す ず き

出羽
で わ の

守
かみ

の館に主だった山内衆の組頭
くみがしら

たち、牛首
うしくび

組の

加藤
か と う

籐
とう

兵衛
とうべい

、吉野組の吉野源
よしのげん

次郎
じ ろ う

、佐良九
さらきゅう

兵衛
べ い

らが集まっ

ています。板敷きの広間の真ん中に囲炉裏
い ろ り

が切ってありま

す。薪
まき

の火が盛んに炎を上げ、時折、パチンと火花
ひ ば な

が弾
はじ

け

飛んでいます。 

（出羽守義明）「御足労
ごそくろう

いただいたのは、ほかでもない。謙
けん

信
しん

和尚
おしょう

が亡くな

られた。そのことは、すでに耳にしておるであろう」 

元亀元
げんきがん

（1570）年、本願寺が信長と全面戦争に突入して以

来、八年の歳月が流れていました。南加賀も平野部は大半

が信長軍に踏み荒らされる日々でした。大坂本願寺は、長

年敵対していた越後の戦国大名上杉
うえすぎ

謙
けん

信
しん

と同盟することで

信長と戦おうとします。天正五（1577）年、手取川の戦い

で柴田
し ば た

勝家
かついえ

が率いる信長軍に対し、勝利を上げた矢先のこ

とでした。 

（出羽守義明）「大坂本願寺から直
じか

に届けられた顕如
けんにょ

上
しょう

人
にん

からの御手紙
おんてがみ

じ

ゃ。年が明けて間もなく、謙
けん

信
しん

和尚
おしょう

が亡くなられた。これ

に動ずることなく、心をひとつにして信心
しんじん

に励むようにと

のことじゃ」 

（加藤
か と う

籐
とう

兵衛
べ い

）「出羽守殿、我ら牛首組は越前から国境
くにざかい

の谷峠に攻
せ

め上
のぼ

る敵

をしっかりと防いで参った。これからも、この山内へ一歩た

りとも信長の軍勢を入れることはない。みな様がた、ご安心
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されよ」 

籐兵衛の息子、則
のり

親
ちか

も側
そば

に座っています。壁際
かべぎわ

の吉野
よ し の

組頭領
くみとうりょう

吉野源
よしのげん

次郎
じ ろ う

が、いぶかし気にその言葉を聞いていたのです。 

Ｆ4．鳥越城内に長兄鈴木右京之進と末子采女 

              天正
てんしょう

七（1579）年、山内組には仰天
ぎょうてん

する事件が起こりま

す。 

牛首組
うしくびぐみ

が信長軍へ降伏したのです。 

（采女）「兄者
あにじゃ

、牛首組の加藤籐兵衛殿が信長軍に降伏したというの

は真実
ま こ と

ですか」 

   采女も前髪
まえがみ

を上げ、血気
け っ き

盛
さか

んな戦士となっていました。 

（右京之進）「その通りじゃ。我ら、背中
せ な か

から牛首組の鉄砲
てっぽう

の弾
たま

を受ける

ことになる。覚悟
か く ご

せよ」 

（采女）「何ゆえです。牛首組が山内組を離れるというのは…」 

（右京之進）「その昔、白山頂上の利権
り け ん

の行方
ゆ く え

をめぐって、朝廷
ちょうてい

に訴え争

ったことがある。結末は御本山本願寺の口
くち

利
き

きもあって、牛

首村は負けて、尾添
お ぞ う

村
むら

と白山
はくさん

本宮
ほんぐう

の勝ちに決まったという」 

（采女）「そのようなことがあったのですか」 

（右京之進）「牛首組の籐兵衛殿のおやじ殿になろうか、山内の一揆衆と

の戦いに敗れおやじ殿は討ち死にし、息子の籐兵衛殿はしば

らく牛首
うしくび

村を追われていた。のちに牛首を取り戻し、山内組

に加わったという経緯
いきさつ

がある。何よりも修験
しゅげん

の霊山
れいざん

白山の利

権は、米のとれぬ山内の村々にとって生きるか死ぬかの大問

題じゃ」 

（采女）「越前
えちぜん

の大名朝倉義景殿
あさくらよしかげどの

や尾張
お わ り

の織田
お だ

信長
のぶなが

とあれほどの激し

い戦いをしていた牛首組が、今度は我らの敵
てき

になったという

ことですね」 

（右京之進）「そうじゃ」 

 

Ｆ5．石川郡・能美郡・山内の鳥瞰図 

              天正七（1579）年、朝廷から本願寺と信長との和睦の提案

がなされたのです。本願寺ではこれに応えようとします。

一方で、足許
あしもと

を見るかのように信長軍北陸方面総大将柴田
し ば た

勝家
かついえ

の軍勢が手取川を渡り、石川郡に攻め入ってきます。

和睦の条件の一つには能美・江沼の二郡を本願寺へ返還す

るというのですが、絵に描いた餅
もち

。 

              天正八（1580）年早春、顕如は朝廷の仲介に従って和睦を
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受け入れ、本願寺を退城しようとしていました。だが、顕

如の長男教如
きょうにょ

が「信長、信じられぬ」と、そのまま城に籠

り続けたのです。 

その頃です、顕如からの戒
いまし

めの手紙が、鈴木出羽守宛てに

届けられます。「教如から戦いを続けよと言ってくるであろ

う。すでに和睦したからには、たとえ信長軍が攻めて来た

としても刀を抜き戦うことを禁ずる」 

              これを受け取った山内衆は、戸惑
と ま ど

いを隠せませんでした。

相次いで教如からは「信長との戦いを続けよ」との手紙が

届き、山内組は教如に従い戦うことを選びます。 

（采女）「兄者
あにじゃ

、柴田勢が我が物顔に木越の光
こう

徳寺
と く じ

砦
とりで

を落とし、金沢
かなざわ

御堂
み ど う

へ攻め懸っています。父上は金沢御堂を助けに向かわぬ

のですか」 

（右京之進）「金沢御堂で指揮する総大将下間頼
しもつまらい

純
じゅん

様の指示に従って、軍

勢を動かすのじゃ」 

絵図を広げて扇子
せ ん す

の先で示し、采女に説明します。 

             「鳥越城はここじゃ。手取川の流れがあって、その平野には

若林
わかばやし

長門
な が と

殿が守る松任城、剱には坪坂伯耆
つぼさかほうき

様が守る舟岡城、

そして犀川と浅野川にはさまれた金沢御堂じゃ。我らは

山内
やまのうち

の険しい地形を味方に、最後の砦として山内を守るの

が役割だと心得るが良い」 

 

Ｆ6．西河（犀川）口合戦図 

        （右京之進）「采女、いよいよ出陣じゃ。松任城の若林長門殿と連絡を取

り、信長軍の柴田勝家と佐久間盛政を討つ。心してかかれ」 

              金沢御堂の戦いに敗れ、一旦は金石の浜の方へ退いていた

一揆の兵と松任組、山内組が佐久間勢を挟み撃ちにし、犀川
さいがわ

周辺の合戦では二百余を討取り勝利します。 

              出鼻をくじかれた佐久間勢は、兵を引く山内組の軍勢に追

激戦を挑もうとする。だが、鈴木出羽守に率いられた山内

組の軍勢は良く知った地形を巧みに利用し、再び山内之口

の合戦において佐久間勢六百余を討取るのです。信長軍は、

一揆勢を恐れ、しばらくは山内に近づくことすらできませ

んでした。 

（采女）「父上、おめでとうございます。二度にわたって、御味方の

大勝利でございます」 
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父、出羽守は少し頬
ほお

を緩
ゆる

めただけで、勝利を心から喜ぶ様

子はなかったのです。そんな父を采女は不思議に思いまし

た。 

 

Ｆ7． 鈴木出羽父子 5名、松任城に謀殺される 

その朝早く、数人の門徒兵に連れられ、信長軍北陸方面総

大将柴田勝家の使者だと名乗るひとりの僧が二曲の鈴木館

を訪ねてきました。 

（出羽守義明）「みな、集まったか。そなた達に話すことがある」 

鈴木出羽守の四人の息子たち、吉野組の吉野源次郎が、出

羽守の口元を眺めます。 

（出羽守義明）「みなよく戦った…。今朝、柴田勝家殿から和睦の申し出が

あった。御本山大坂本願寺との和睦の約束事はむろん、我

ら山内組も今まで通り山内の支配を認めるという。それゆ

え信長軍に降伏し、仕えるようにとのことである」 

（采女）「信長軍に降伏するのですか。和睦の約束など信じられませ

ん」と言葉を荒げます。 

（右京之進）「静まれ、采女。最後まで良く聞くのじゃ」 

（出羽守義明）「明日、返答を出そうと思う。すでに御本山本願寺の顕如上

人様からも厳しく停戦を命じられておる。山内組の支配は

今まで通りという約束が守られるならば、信長殿に仕える

ことにしたいと思う」 

              柴田勝家に御礼のため、鈴木親子五名はわずかな兵を率い

て信長軍に占領された松任城へ向かいました。 

 

 

 

時代は情け容赦のない戦国の世です。鈴木出羽守親子は松

任城の柴田によって首を切られます。首は遠く信長の安土

城城下に運ばれ、加賀一揆の頭領十九名の首として晒し物

にされてしまいました。 

騙
だま

し討ちは戦国武将の戦いのひとつの手段です。これを見

抜くのも戦いでした。 

              主を亡くした鳥越城は、柴田勢の猛攻に耐えられず、あっ

けなく落城してしまいました。 
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Ｆ8．鳥越城攻め、山内組の夜討ち 

（天正九年二月） 

              残雪も凍てつく闇に、鎧
よろい

の擦れ合う音を消し信長軍が守る

鳥越城へひそかに近づく軍勢がいます。時折、雪あかりに

動く人影が見えます。 

（吉野源次郎）「大手門へは近づけるだけ近づき鉄砲を放ち、火を懸けよ。

それを合図に四方から攻め上るのじゃ」 

夜の闇に紛れ戦いを仕掛けたのは吉野組を主力とした山内

組一揆衆です。元はといえば、自分たちが築いた城です。

城内は隅々まで知っていました。 

（吉野源次郎）「出羽守殿の仇討
かたきだう

ちよ。心して戦に臨むのじゃ。南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

」 

城兵が眠る真夜中、城の三方から攻撃を開始します。最も

守りの堅
かた

い大手門は鉄砲の打ち合いです。夜明け前、敵の

の弾薬箱
だんやくばこ

に火が入り、大きな爆発音を伴って門は谷に崩れ

去りました。それを機に城内へ雪崩
な だ れ

れ込んだ一揆勢は城兵

三百余を残さず討取り、吉野組の大勝利です。 

鳥越城の落城を知った佐久間
さ く ま

盛
もり

政
まさ

が鳥越城へ攻め寄せ、城

は再び奪われます。 

 

Ｆ9．本願寺教如上人越前穴馬から雪の山内へ、さらに五箇山へ 

  （天正十年二月） 

雪深い峠を越え、降りしきる雪の中、山内吉野組の門徒に

守られながらひとりの僧がゆきます。僧は本願寺を信長に

明け渡し、秘かに越前
えちぜん

から加賀を経て越中
えっちゅう

五箇山
ご か や ま

を目指し

ていました。 

僧の名は本願寺
ほんがんじ

教如
きょうにょ

です。本願寺を甲斐
か い

府中
ふちゅう

に、甲斐が難

しいのであれば越後
え ち ご

春日山
かすがやま

に再興を望んでいたのです。 

 

Ｆ10．吉野源次郎が指揮する吉野組が、再び鳥越城の織田勢に挑む 

吉野谷の村に入った本願寺教如の姿を前に、村人は奮い立

ちます。何人かは大坂本願寺合戦に参戦し、鎧
よろい

をまとい戦

場に立つ教如の姿を目の当たりにしていました。 

（吉野源次郎）「皆の衆、吉野組の御同朋
おんどうぼう

御同行
おんどうぎょう

衆
しゅう

…。再び鳥越城を奪い返

すのじゃ。教如様も我らの戦い、阿弥陀様への感謝の戦いを

見ておられる。今度は敵も油断してはおるまい、心してかか

られよ。我らの里、山内を取り返す戦
いくさ

ぞ」 
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       しかし、信長軍はかたく城を守り、城攻めは失敗に終わり

ます。 

 

Ｆ11．吉野組、佐良城に必死の戦い 

（佐久間勢）「修験
しゅげん

者
じゃ

の道筋
みちすじ

じゃ。人が渡れる浅瀬じゃ。静かに渡り向こ

う岸の吉岡の砦を攻め落とすのじゃ」 

瀬を渡ってゆくのは、信長軍の佐久間らの軍勢です。 

手取川南側の要所
ようしょ

という要所は、信長軍柴田勢が攻め寄せ、

吉野組は袋
ふくろ

の鼠
ねずみ

、完全に包囲されていたのです。 

吉岡の砦は瞬く間に柴田勢の大軍に踏みつぶされます。吉

野組の男達は佐良城で必死の戦いを挑み、次々と倒れてゆ

きます。女、子供が逃
のが

れるために時間を稼
かせ

いでいました。 

信長軍の戦
いくさ

のあまりの惨
むご

さを見かねた牛首の者たちに助け

られ、女、子供は見逃され、蛇
じゃ

谷
だに

から山を越えて飛騨
ひ だ

へ逃

れたわずかな人々がいたそうです。 

 

Ｆ12．数百人 磔
はりつけ

に。山内の雪の山野が赤く染まる 

吉野谷、尾添の吉野組の村々から、一揆兵が数珠
じ ゅ ず

つなぎに

縄に縛られ引き立てられてきます。信長軍は一人として降

伏を許しませんでした。女、子供、老人も、見つけ次第切

り捨てられたのです。力尽きて生き残った数百の吉野組一

揆衆は 磔
はりつけ

に懸けられ、まだ浅い春の淡雪は赤く染まり、吉

野、佐良、瀬波、市原、木滑
きなめり

、中宮、尾添
お ぞ う

の七カ村は全滅

し、三年もの間、村に人影
ひとかげ

が絶
た

えたといいます。 

七カ村には、山内を逃れた人々の末裔によって、子殺し、

隠れ谷という地名が、今も語り伝えられています。 

 

自由と信仰のために戦い続けた人々の物語です。これが私

たちの先祖が一所懸命に戦った「加賀一向一揆」の最期の

姿です。 

 


